
(おおいずみがくえんえききたぐち)

ＮＯ．１８７     大泉学園駅北口地区（組合施行）

計画地

1

2

3

地区面積 構造

階数 高さ

名称 施行区域面積

名称 幅員 延長 面積

特別区道
22-150号線

５m
（全幅１０m）

約７０m
駅前広場
約1,550㎡

特別区道
22-135号線

9.8～11m
（全幅10～11m）

約１４０m ―

建築面積

約４，０００㎡ 約１５０戸

建築敷地面積

1 約５，１１０㎡

都市計画決定

約１７，２００㎡

備考

平成２３年４月４日　練馬区告示第２２１号

高層部　１００m
低層部　　３１m

計画図参照

建築敷地の
整備

整備計画

建ぺい率 容積率
建築物の

高さの限度

延べ面積(容積対象)

・道路境界より建物を後退させ、道路と一体化した歩行者空間を確保する。
・バス専用通路及び歩行者通路を設け、特別区道22-150号の駅前広場と一体的な交
通結節点機能を確保する。

建築物の整備
―

壁面の
位置の限度

　　敷地内には壁面後退による空地を設け、屋上と共に積極的に緑化することにより地区周辺の環境に配
慮し、ゆとりと潤いのある市街地環境を創造する。

住宅、商業施設

道
路

公共施設の
配置及び規模

住宅建設の目標

約３６，９００㎡
（約２６，１００㎡）

拡幅

街
区

２　都市計画の内容

大泉学園駅北口地区
第一種市街地再開発事業 約０．８ha

備考

拡幅により駅前広場を
整備

主要用途

―

１　計画の概要

練馬区東大泉一丁目地内

地上２７階／地下２階 約１００m

約０．８ha 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

計画の概要

　　駅前広場等の公共施設と施設建築物を一体的に整備することで、交通結節機能の向上を図るととも
に、駅と施設建築物をペデストリアンデッキによって直結させる計画とし、利便性に富み安全で快適な施設
整備を行う。

　　施設建築物の低層階は商業施設及び公益施設とし、地域のにぎわいと活力の増進に寄与する計画と
する。上層階は駅に直結する優れた立地条件を生かした都市型集合住宅を配置し、ファミリー世帯を中心
とした定住促進に寄与する計画とする。



A 約０．２ha ６００％ ６０％ ２００％ ２００㎡ ２ｍ、３ｍ

B 約０．６ha ５００％ ６０％ ２００％ ２００㎡ ２ｍ

都市計画決定

敷地面積 建ぺい率

延べ面積 容積率

事業認可 総事業費

年　月　日

平成１７年　９月 北口地区まちづくり懇談会発足

平成２０年　６月 市街地再開発準備組合設立

平成２３年　４月　４日 都市計画決定

平成２４年　２月　２日 市街地再開発組合設立認可

平成２４年　７月３１日 定款及び事業計画の変更認可

平成２４年　９月１４日 権利変換計画認可

平成２４年　９月２８日 権利変換期日

平成２５年　２月 施設建築物工事着工

平成２５年　６月２８日 定款及び事業計画の変更認可

平成２７年　２月２７日 定款及び事業計画の変更認可

平成２７年　３月１９日 施設建築物工事完了公告

平成２８年１２月２２日 組合解散認可・公告

大泉学園駅
北口地区

平成２３年４月４日　練馬区告示第２２２号

用途

地下２階

地下１階～１階 商業施設、駐車場、駐輪場

２階

８０％

住宅

約３７，８２０㎡（容積対象　約２６，０６０㎡）

駐車場商業施設 約１２０台

平成２４年　２月　２日　東京都告示第　１４０号
平成２４年　７月３１日　東京都告示第１２０３号（変更）
平成２５年　６月２８日　東京都告示第　９３２号（変更）
平成２７年　２月２７日　東京都告示第　２５４号（変更）

約１５１億円

５　経　緯

３階～４階

４　事業計画の概要

駐車場、駐輪場

住宅戸数

面積

５１０％

5階～２７階

約１６８戸

内　　　　　　　　　　　　　　　容

駐輪場

容積率の
最低限度

容積率の
最高限度

建ぺい率の
最高限度

３　高度利用地区

建築面積の
最低限度

壁面の位置
の限度

約５，１１０㎡

地区名



６　位置図

７　区域図

　　　　　　 Ｎ



８　配置図

９　完成写真

高層棟

低層棟
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大泉学園駅


